枕元に 木刀な ど を 用意して 泥棒に 飛び かかる の を 趣 

味と して ゐる 人士 も あるが、 自分 は 好ましく 思 はない- 

平和な 世相 を 好んで 悪化せ しめる 趣味 は 避ける やうに 

心掛けたい ものである。 

然し 貴殿 は 旧来の 偏見に とら はれて、 他人の 物 を 黙 

つ て 失敬す る こと を 悪事 也と 判断せられ るか も 知れな 

い。 頭脳 明晰な 人士 もこの 偏見に 限って 疑らない のが 

奇妙で あるが、 そのために 世人の 生活 は どれほど 歪め 

られ 傷められて ゐ るか 知れない ので ある。 

かりに 次の 如き 場合 を 想像 すれば、 貴殿の 判断が 根 

柢 的に 誤って ゐる ことが お分りに ならう と 思 ふ。 



りに も 盗み を 働く に 当って 看破せられ、 他人の 平静 を 

乱し、 煩瑣な 手数 を かける やうな ことがあって は 多々 

憎む ベ き 点が あるから である。 

かくすれば 人の 心に 油断が なくなる。 掏摸れ るた び 

に 修養 をつ み、 次第に 隙が なくなって くる。 掏摸る 者 

は 尚 一 さう の 修鍊を 要し、 敏活 機敏、 心の 構へ、 狙 ひ、 

早業、 鋭利なる 刃物の 如く 磨かれた 人物が 完成す る、 

県民 皆々 油断な く、 油断の ならぬ 人物と なリ、 精神 高 

く 緊張して かりにも 愚かしい 人間 は 旅行者 以外に は 見 

当らない。 

県民 皆 々人の 孤独な る 静寂 を 乱す ， J と の 害悪 を 知り、 



つて 変ら うとす る 政敵が あり、 これ 又 一方の 旗頭で、 

油断の ならない 人物で ある。 この 並びた っ両巨 豪が 折 

しも 議事堂の， 1 j つた 返す 廊下 や 満員す しづ めの 食堂で 

すれ違 ひ 居並ぶ 時 は、 両々 火花 を 散らす その 慇憝 なる 

みもの 

静寂、 狙 ひ、 優美なる 挨拶、 壮観 これに 超 ゆる 観 物 は 

すくな 

尠 いので ある。 

泥棒の 効果 はかく 偉大で、 あくまで 健全、 且 人性に 

自然で あり、 風俗 人情 を淳 化し、 体位 を 向上せ しめる 

ので ある。 

すもう 

水泳 だの 野球 だ の 角力な ど い ふ 鍛練に よ つ て 出来 上 



はない ので ある。 人間 は 人間ら しくなければ ならず、 

一 にも 二に も 知的な もので なければ ならぬ。 

自分 は y J の 職業 を やりだしてから 精神 も 肉体 も 余程 

変った。 ただ 隙 だらけの 凡 くら 相手の こと だから 張 合 

がな く、 それだけ 修練 もつ まない わけ だが、 油断が な 

いと 言 ふ y J と は 内臓 諸 器官 を 調整し 直接 容姿 筋骨に 好 

影響 を もたらす ものである こと は、 これ だけの 経験に 

よ つても 証明す る ことが 出来る ので ある。 

恋人 女房 子供と いへ ども 油断が ならぬ。 又、 油断 を 

して はならない ので ある。 どんな 時で も 芯から デレデ 

レ する こと は 全く もって 不心得で、 子供と あなどって 
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